
周IiJj*~ ・ j司防本谷 間 27 ・ 6 ・ 1 開業

河山鉱山 ・ 周防本山 1Ip, 28 ・ 2 ・ 1

~'r. ，j1~線 F IJ '，市 ・ 周防字佐 11M 23 ・ 2 ・ 20

上須川・ 石見回 ill}目立 l沼 3 1 ・ 6 ・ 21

'rI':ï j畏 ・ 23根大原 11M 32 ・ 2 ・ 1 5

m錠 ・ 向峠 H 

h茨木融~六日市 ・ 石見回 'JH販 問 23 ・ 2 ・ 20

石見閏'llHl': ・ 初見 11自 25 ・ 11 ・ 11

日尻線上七日市 ・ 上高尻 昭 26 ・ 5 ・ 11

上高尻 ・ 折元 11M 31 ・ 6 ・ 21

椛谷線柿木 ・ 椛谷 11M 26 ・ 5 ・ 11

3 1営業純白i 岩国 ・ 日原問は旅客 ・ 手小荷物および貨物を，

その他の区I聞は旅客 ・ 手小荷物の取扱をしている。なお聞休1't

~Jは沿線に発着する旅客にかぎり取扱っている。

4 使 命

陰陽迎自作お よ び鉄

道先行の使命を有す

る。

5 特長

地方の交通網を整

備し本線支総合せて

357km におよぶ長

大路線である。

沿線の名所として

は安茶の富山， 岩国

の~(j\;:;:;{)ßがあり ， ま

た冠訂版， 向線高原

は新緑， スキ ー j劫と 糾 郁橋

して有名である。 (可野虎男)

かんばらでつどう 蒲原鉄道

1 司E2住者の概要

名称有1i原鉄道株式会社， 本社 新潟県中古町駅君jl村松IlIJ，資

本金 1 ，600 万円 ， おもな I =古~司 号入札
| 聞里埜重塑j 半 b止

'H業 地方欽巡業のほか I ~ー一一一~ ~ 
| 五、 .t't，

一般来合旅客自動車運送 じ 折

事業路線 56 km および一 陣 封

殺iモ切旅客自動車巡送事 1 \ 信 晶

業。鉄道従業員 124 人，

保有車両電気機関車 1 ，

'11l動草子Iド 6 ， 客"11 3 ， :l:'rlI1 

8 阿。当地方産業の中心 b

地村松IIIJ と 磐越西線五泉 崎

駅および信越線加茂駅と

を短絡する 目的で， 大正

がんベきしよ

11 ・ 9 資本金 25 万円の者líJJ;l鉄道株式会社として発足し， 大正 1 2 ・

1 0 色業開始!ll.:{EにきE る。

2 地方鉄道総

開 業線新ir.JV;~下の鎗越西線五泉駅および信越本線加茂駅

に泌総し，五泉 ・ 川1 1:正 I B I 2 1.9 km の単線， 動力はffi気， 軌|尚

は 1.067 m，旅客および貨物巡輸の鉄道で，大正 9・ 1 ・ 29 五泉 ・

村松!聞の免許を受け， 問 12 ・ 10 ・ 20 巡輪開始 し， その後逐次延

長し， 昭和 5 ・ 1 0 ・ 20 加茂まで全通した。

3 治線の鋭光地

早出渓谷， 仙見1英谷(村絵駅)，大沢鐙乳洞(凶村松駅).

4 運輸概況

示\ドl Jf~~~皮~ nB 事 I 28 29 30 

旅客扮送人J4(千人) 1.499 1.529 1.591 

人 キ ロ(千) 8.393 8.613 8.900 

貨物輸送トン数(千 t ) 20 19 19 

ト y キロ(千) 102 90 86 

旅客収入(千円) 28.151 28.960 30.086 

貨物収入(，，) 4.625 4.073 3.952 

巡繍雑収い) 380 381 458 

収入合 計 十，) 33.156 33.413 34,496 

営 ~ '1'1 (,,) 29.786 28,818 30.529 

営業利益い) 3.370 4.596 3,967 

営業係数(% ) 9U 86 84 

(志村幹雄}

かんぶこうろ 関釜航路 本州の最西部下関と 対馬 ・ 朝鮮雨海

l狭を隔てて1有帆鮮の釜山を結ぶ航路で， かつては朝鮮， r~，:ト1'1 :お

よび華北にiili絡し ， かつ!III欧両大陸に通ずる国際幹線をなす図

鉄所管航路中

の最主主E航路

であ ったが，

戦後は縫泊

Cf1t内 ・ 大泊

問) I専釜(博

多 ・ 2釜在山間)

航路とともに 金悶剛1丸(1閃則釜鉱路に卓鋭l渇溺Îi していた旅客紛)

閉鎖右をr余儀な 〈 されてE貌!見』μイ丘正て

この和航t路は l砂明p列11治治 3犯8 .φ9 U山Li偽貼脇3鉱欽~~道邑株式会社の付 f叩i日:; :::事l好E下一築5染匹として I開}悶目

設されTたよものてで' ， Ilj] 治 39 年鉄道固有法の災施に伴な っ て ， JJ.I陽

鉄道とともに国鉄に!以収されるに至り ， 固有後は政治 ・ 経済:お

よび軍事的にも電製航路となり ， 輸送~訂iに応 じて配属船舶 も

逐次対'1張iされ， 終戦l江ì}íJには金剛，興安， 天 1幻およびJ.'ibl借の 7

千 t 級の時速 23. 264 ノッ 1' ，日本商船中の最強速力を有する豪

華iili絡船 41是， 総務， 昌~の 3 千 t 級の旅客船 2 !主 ， 壱岐， 対

馬の貨物船 2 隻が就航していた。 ー」鉄道連絡船。

参考文献 山木県議= 日本鉄道連絡船史。(今官I光国)

がんべきしようりょう 岸壁使用料 けい船岸壁を使用する

際に船舶から徴する使用料金。国鉄ではその所属の岸壁を国鉄

以外の船舶が使用する場合には， その船舶由、ら下記のけい紛料

金を収受する。なお使用料を収受 している鉄道岸壁には小綿築

港， 室開， 戸畑および若松の各駅所属の岸壁がある。

l 小降築港および室蘭

(1) ト ン数ま たは石数をもっ て青空量を表示する船舶(級帆船

を除く)

24 時間ま で 総 ト ソ数 lt または 10 石につき 2 門

24 時間をこえて 8




